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（１）審議概観

第174回国会において、本委員会は、国

家の基本政策に関する調査について、衆

議院国家基本政策委員会と合同審査会を

３回開き討議を行った。

〔国政調査等〕

国家基本政策委員会合同審査会は、３

回開かれ、谷垣禎一君、山口那津男君が

発言者となって、鳩山内閣総理大臣との

間で討議が行われた。

２月17日の合同審査会（第１回）では、

溝手顕正参議院国家基本政策委員長が会

長を務め、政治資金問題に対する鳩山総

理の責任、政治資金問題に対する小沢幹

事長の責任についての鳩山総理の認識、

政治資金の透明性を高める必要性、数値

目標の入った中期財政見通しの作成、民

主党のマニフェストの達成と財源問題、

政治資金規正法改正に向けた与野党協議

機関を設置する必要性、普天間飛行場移

設問題等日米関係の現状に対する鳩山総

理の認識等について討議が行われた。

３月31日の合同審査会（第２回）では、

大畠章宏衆議院国家基本政策委員長が会

長を務め、鳩山政権発足後の民主党議員

をめぐる一連の不祥事、政治資金問題に

対する鳩山総理の説明責任、普天間飛行

場移設問題に係る政府の対応、普天間飛

行場移設問題を５月末までに解決できな

かった場合の鳩山総理の責任、鳩山内閣

の機能不全に対する現状認識と政治資金

問題に対する総理の説明責任、一貫性が

欠如した民主党の郵政政策等について討

議が行われた。

４月21日の合同審査会（第３回）では、

溝手顕正参議院国家基本政策委員長が会

長を務め、核セキュリティ・サミットの

際の鳩山総理とオバマ米大統領との会談

内容、普天間飛行場移設問題についての

鳩山総理の腹案、徳之島等県外移設先候

補地の住民に与えた影響と５月末決着の

意味、普天間飛行場移設問題の解決に総

理の職を賭する意思の有無、政治資金問

題の解明に向け鳩山総理がリーダーシッ

プを発揮する必要性、普天間飛行場移設

問題の膠着が日米関係を始め国政全般に

及ぼす影響等について討議が行われた。



（２）委員会経過

○平成22年１月20日(水)（第１回）

国家の基本政策に関する調査を行うことを決

定した。

国家の基本政策に関する調査について合同審

査会を開会することを決定した。

○平成22年３月31日(水)（第２回）

理事の補欠選任を行った。

○平成22年２月17日(水)（合同審査会第１回）

国家の基本政策に関する件について谷垣禎一

君及び山口那津男君が鳩山内閣総理大臣と討

議を行った。

○平成22年３月31日(水)（合同審査会第２回）

国家の基本政策に関する件について谷垣禎一

君及び山口那津男君が鳩山内閣総理大臣と討

議を行った。

○平成22年４月21日(水)（合同審査会第３回）

国家の基本政策に関する件について谷垣禎一

君及び山口那津男君が鳩山内閣総理大臣と討

議を行った。


